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PRESS RELEASE
（2023/2/9）

報道関係者各位 

国産トリュフを⼈⼯的に発⽣させることに成功した

ポイント 
・⻄洋料理の⾼級⾷材のきのこであるトリュフは国内にも⾃⽣し、その栽培化が期待され

ています。
・国産の⽩トリュフであるホンセイヨウショウロを初めて⼈⼯的に発⽣させることに成功

しました。 
・栽培技術を確⽴することより、ホンセイヨウショウロが新たな⾷材として安定供給され

るとともに、その⾵味を活かした加⼯品の開発など新たな産業の創出が考えられます。 

概要 
国⽴研究開発法⼈森林研究・整備機構森林総合研究所は、国産のトリュフであるホンセイヨウシ

ョウロを⼈⼯的に発⽣させることに成功しました（図1）。これは、国内では初となるトリュフの
⼈⼯的発⽣になります。 

当所では、平成27年度から国産トリュフの栽培化を⽬指した研究に取り組んできました。その中
で、ホンセイヨウショウロ菌を⼈⼯的に共⽣させたコナラ苗⽊を国内の試験地に植栽したところ、
令和4年11⽉にその⼦実体の発⽣を確認しました。ホンセイヨウショウロ菌が樹⽊の根に完全に定
着し、⼟壌中で増殖して⼦実体を形成したものと考えられます。ホンセイヨウショウロはヨーロッ
パ産の⽩トリュフと同様に独特の⾵味を有しており、⾼級⾷材として今後⼤きな市場を産むこと
が考えられます。当所では今後、ホンセイヨウショウロの安定⽣産を⽬指した栽培技術の確⽴を進
めていきます。 

図 1. ホンセイヨウショウロを共⽣させた苗⽊を植栽した後に発⽣した⼦実体
左：京都府内試験地で発⽣、右：茨城県内試験地で発⽣
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背景 
トリュフは⻄洋料理に⽋かせない⾼級⾷材となるきのこで、その芳醇な⾹りを楽しみます。トリ

ュフはイタリア、スペイン、フランスなどが有名な産地です。近年、我が国でも⾷⽂化の多様化を
受けて、トリュフの⾹りを楽しむ機会が増えています。国内で流通するトリュフは全てが海外から
の輸⼊によるものです。産地によってその価格は異なりますが、欧州産はキログラム当たり約 8 万
円（2020 年度財務省貿易統計）で輸⼊されており、きのこの中で最も⾼額に取引されています。 

我が国でも、20 種以上のトリュフが⾃⽣し、その中には⾷材として期待のできる種も存在しま
したが、野⽣のトリュフは希少で⼈⼯栽培技術は確⽴されていませんでした。そこで、国産トリュ
フの栽培化を⽬指し、平成 27 年度から当所を中核機関とした研究プロジェクトを開始しました。 

内容 
トリュフは⽣きた樹⽊の根に共⽣して増殖する菌根菌と呼ばれる菌類（図 2）に属しており、⼈

⼯的にこれらの⼦実体を発⽣させるには、樹⽊との共⽣関係を明らかにして、それを再現すること
が重要です。海外では樹⽊の根にトリュフ菌を共⽣させた苗⽊を植栽することでトリュフの栽培
が⾏われてきています。そこで、我々研究グループでは、国内のトリュフの⾃然発⽣地で調査を進
めて、トリュフの⽣育に適した樹種や⼟壌環境を解明し、それらの条件を再現して国産種のトリュ
フを発⽣させることを⽬指しました。

⾷材として有望な国産⽩トリュフであるホンセイヨウショウロを共⽣させたコナラ苗⽊を、国
内各地の 4 つの試験地に植えて栽培管理を⾏いました。その結果、茨城県内の試験地（平成 29 
年10 ⽉植栽）および京都府内の試験地（令和元年 4 ⽉植栽）にて、令和 4 年 11 ⽉に、それぞれ 
8個および 14 個の⼦実体発⽣を確認しました（図 1）。これら⼦実体の形態や遺伝情報に基づい
てホンセイヨウショウロであることを確認しました。

図 2. 菌根菌の増殖様式
菌根菌は樹⽊の根に共⽣し樹⽊から光合成産物を獲得します。反対に、菌根菌は⼟壌中に栄養菌⽷
を拡げて、養⽔分を効率的に集めて、樹⽊に供給します。菌根菌はこのように樹⽊との共⽣関係を
成⽴させて増殖します。
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今後の展開 
国産の⽩トリュフであるホンセイヨウショウロは、⼤きさは 10 cm 以上にもなる場合もありま

す。欧⽶の⽩トリュフ同様の⾹りがすることから、新たな⾷材としての価値が期待されます。この
トリュフの栽培技術が確⽴されれば、国産トリュフが新たな季節の⾷材として、広く安定的に提供
され、国⺠の⾷卓に並ぶほか、その⾵味を活かした加⼯品などの開発や海外への輸出など⼤きな市
場を⽣むことが考えられます。 

現在、4 箇所の試験地のうち 2 箇所で⼦実体の発⽣を確認しています。今後は、これらの栽培環
境を⽐較してトリュフの安定的な発⽣に適した栽培条件を明らかにするとともに、栽培から収穫
に⾄るまでの作業⼯程を検討して実⽤化に向けた研究開発を進めていきます。 

 

研究費 

農林⽔産省委託プロジェクト研究「森林資源を最適に利⽤するための技術開発―⾼級菌根性きの
こ栽培技術の開発」（平成 27 年度〜令和元年度）、⽣物系特定産業技術研究⽀援センター・イノ
ベーション創出強化研究推進事業「国産トリュフの林地栽培に向けての技術体系の構築」（令和 4

年度〜令和 6 年度） 

 

 

お問い合わせ先 
【研究に関するお問い合わせ】 

研究推進責任者：森林総合研究所 研究ディレクター 服部⼒ 

研究担当者：森林総合研究所 東北⽀所 ⽀所⻑ ⼭中⾼史 

 

【報道に関するお問い合わせ】 

森林総合研究所 企画部広報普及科広報係 

Tel：029-829-8372 E-mail：kouho@ffpri.affrc.go.jp 

 

 

 

本資料は、⽂部科学記者会、農政クラブ、農林記者会、林政記者クラブ、筑波研究
学園都市記者会に配付しています。 

 


